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引
世
紀
の
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
i
源
の

多
様
化
¥
安
定
確
保
な
ど
重
要
な
意
義

を
持
つ
高
温
工
学
試
験
研
究
炉

(
H
T

T
R〉
の
着
工
安
全
祈
願
祭
ガ
去
る
¥

3
月
刊
日
療
研
・
大
洗
研
究
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

祈
願
察
に
は
¥
工
事
関
係
者
、
か
参
列
¥

伊
原
義
徳
顕
研
理
事
長
、
ガ
勺
く
わ
入
れ
し

を
行
い
¥
そ
の
後
¥
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ん
で
¥
関
係
者
約
制
人
ガ
出
席
し

て
麓
工
記
議
懇
親
会
ガ
開
か
れ
¥
伊
原

理
事
長
よ
り
つ
摂
子
力
の
重
要
性
ガ
再

認
識
さ
れ
て
い
る
や
か
¥
安
全
確
保
と
い

う
地
元
の
慧
に
反
し
な
い
よ
う
研
究
を

進
め
て
行
き
だ
い
し
と
¥
あ
い
さ
つ
ガ

あ
り
¥
続
い
て
来
賓
の
竹
内
町
長
か
ら

寸
科
学
技
術
ガ
い
く
ら
進
も
う
と
¥
携

わ
る
の
は
人
で
あ
る
¥
安
全
対
策
に
は

充
分
に
留
意
し
て
推
進
し
て
欲
し
い
L

と
¥
祝
辞
ガ
述
べ
ら
れ
¥
次
い
で
¥
和

田
議
会
議
長
の
苦
頭
で
乾
杯
¥

安
全
を
析
り
ま
し
疋
。

こ
の
高
温
工
学
試
験
研
究
炉
(
出
力

3
万
キ
G
ワ
ッ
ト
)
は
¥
制
度
と
い
う

高
温
の
熱
を
作
り
出
す
た
め
¥
冷
却
材

に
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
¥
燃
料
に
二
酸
化
ウ

ラ
ン
・
被
覆
粒
子
¥
そ
し
て
¥
原
子
炉

内
の
構
造
物
に
黒
鉛
を
睦
い
ま
す
。

こ
の
高
い
熱
効
率
と
と
も
に
安
全
性

に
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
¥
水
素
製
造
¥

石
炭
液
化
・
ガ
ス
化
¥
発
電
¥
地
域
暖

房
¥
海
水
淡
水
化
等
に
利
用
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。

建
設
事
業
費
は
約
制
億
円
で
¥
平
成

7
年
度
に
完
成
っ
臨
界
し
を
予
定
し
¥

そ
の
後
¥
出
力
土
昇
試
験
等
ガ
行
わ
れ
¥

別
世
紀
の
豊
か
な
社
会
に
役
立
つ
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
う
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

工
事
の

惨
く
わ
入
れ
す
る
伊
原
理
事
長

0高理工学試験者汗究炉のスケジュール

9一年度

建設据え付け

唱す建設現場
&原子炉建家鳥かん図

書|歳

印
繰
し一一

サ
ク
ラ
は
日
本
の
春
を
代
表
す
る

花
で
す
。
し
か
し
、
臼
本
列
島
は
南

北
に
長
い
た
め
、
そ
の
開
花
時
期
は

場
所
に
よ
っ
て
か
な
り
違
っ
て
き
ま

す。
こ
の
時
期
、
サ
ク
ラ
の
開
花
し
た

地
区
と
開
花
し
て
い
な
い
地
区
の
境

に
線
を
引
く
と
、
天
気
図
の
前
線
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
通
称

「
サ
ク
ラ
前
線
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
の
開
花
の
観
測
は
、
全
間

百
二
十
か
所
の
気
象
台
や
観
測
所
で

や
っ
て
い
ま
す
。
観
測
す
る
サ
ク
ラ

の
穣
類
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
中
心
で

す
が
、
沖
縄
は
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
、
北

海
道
は
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
エ
ゾ
ザ
ク
ラ

が
対
象
で
す
。
平
均
開
花
時
期
は
、

沖
縄
県
・
名
護
で
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が

元
日
ご
ろ
、
そ
れ
か
ら
北
上
を
続
け
、

四
i
五
月
の
大
型
連
休
ご
ろ
に
は
、

津
軽
海
峡
を
渡
っ
て
北
海
道
に
達
し

ま
す
。
一
番
遅
い
の
は
根
室
で
、
五

月
二
十
日
ご
ろ
に
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が

開
花
し
ま
す
。
日
本
列
車
問
の
縦
断
に

お
よ
そ
半
年
も
か
か
る
の
で
す
。
こ

う
し
た
植
物
に
よ
る
季
節
観
測
は
、

ほ
か
の
植
物
で
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

サ
ク
ラ
の
ほ
か
に
は
、
「
紅
葉
前
線
」

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

高
速
道
路
の
サ
ク
ラ
前
線
で
す
。
全

国
の
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
、
「
高
速
道

路
の
サ
ク
ラ
前
線
」
と
し
て
、
合
計

十
八
万
本
の
サ
ク
ラ
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
中
に
サ
ク

ラ
が
咲
い
て
い
た
り
、
咲
い
て
い
な

か
っ
た
り
:
:
サ
ク
ラ
前
線
の
進
み

具
合
が
分
か
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
も

の
で
す
。

春
は
、
み
ど
り
が
務
、
え
た
つ
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。
四
月
二
十
九
日
の

「
み
ど
り
の
日
」
を
最
終
日
に
し
た

一
週
間
は
、
「
み
ど
り
の
遊
間
」
で
、

各
地
で
み
ど
り
豊
か
な
国
土
を
守
り

「
育
て
る
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

;
ず
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品
明
野
球
場

第232号 (2)

2.1% 115，139千円

0.0% 87千円

0.0% 1千円

0.0% 1千円

0.3% 18，424子円

衛生費

15.2% 
818.823千円

総務費

21.9% 
1，186，510千円

土木費

14調6%
789，028千円

歳出総 額

5，398，729子丹

100.0% 

度大洗町歳入・歳出予算案(一般会計・特別会計を舎わせだ総額93憶2干160万9干円〉が第1日の

本会議!こ上程されましだ。

竹内町長より、平成3年度の施致方針と予算案説明のあと、第3日目の総括質疑と所管常任委員会

への位託、休会中の第4目白iこ常旺委員会の審議を経て、第8巴自の本会議において、各常任委員長

報告のあと、討論、採決!こ入り慎重な審議の結果、原案どおり平成3年度大洗町歳入・歳出予算ガ可

決されまし定。

平成3年第守口大洗町議会定例会ガ、去る3月11巴から3月刊巴までの9日問、開催され平成3年

公債費

11.6% 
628，103千円

出)

民 生 費

11.4% 
614，309千円

婿
ご
み
焼
却
場

曹

〔歳

平
成
3
年
第
パ
1
岱
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
提
出
い
だ
し
ぎ

し
た
議
案
な
ど
の
説
明
に
先
立
ち
、

4
期
日
の
町
政
運
営
に
関
す
る
所
信

の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
。

港
湾
の
整
備
・
鉱
充
と
行
財
政
課
緩

の
解
決
に
取
り
組
み
¥
観
光
・
池
場

産
業
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域

娠
興
の
た
め
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。
幸
い
、
句
民
の
皆
様
の
だ

ゆ
ま
ぬ
努
力
と
議
員
の
皆
様
の
援
か

い
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

数
多
く
の
施
策
は
お
お
む
ね
順
調
に

進
ん
で
あ
り
ま
す
。

私
の
町
政
運
営
の
世
笹
本
理
念
で
あ

り
ぎ
す
生
活
環
境
の
整
備
・
福
祉
事

業
の
充
実
・
地
場
産
業
の
振
興
・
教

世
間
環
境
の
整
備
と
人
材
育
成
・
財
政

の
健
全
化
を
「
5
つ
の
柱
L

と
し
て

そ
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
だ
。

ま
ず
、
生
活
環
境
の
繋
備
に
つ
き
ま

し
て
は
¥
町
の
観
光
資
源
で
あ
る
海

や
河
川
の
活
水
流
入
を
な
く
し
、
良

好
な
イ
メ
ジ
の
保
全
の
た
め
¥
昭

和
田
年
、
那
珂
久
慈
流
域
下
水
道
へ

の
参
加
を
決
定
し
¥
第
7
期
幹
線
整

備
に
努
め
て
ぎ
い
り
ま
し
た
。
十
一
昨
芝
、

年
々
増
大
す
る
ゴ
ミ
に
対
処
す
る
た

め
、
現
右
同
胞
設
に
お
い
て
は
¥
処
理

能
力
上
対
応
で
き
な
く
な
り
、
町
民

の
皆
様
の
ご
協
力
在
得
て
、
大
洗
・

旭
・
常
造
環
境
衛
生
組
合
に
よ
る
近

代
的
ゴ
ミ
焼
却
場
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
だ
。
そ
し
て
、
住
民
の

生
活
に
直
結
す
る
道
路
・
排
水
路
・

上
水
道
・
司
営
墓
地
の
整
備
な
ど
、

纂
礎
的
整
備
に
も
配
慮
し
て
き
だ
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

2.7% 14'7，651千円

1.2% 62，000千円

0.9% 46，100千円。0% 1千円

0.9% 46，000千円

0.1% 4，000千円

1.4% 75，519千円

2.7% 147，289千円。0% 2千円

2.1% 111 ，633千円

L、ら

(
町
政
運
営
の
基
本
〕

あ

地方議与税
手IJ子割交付金

ゴルフ場利用税交付金

特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金

介担金及び負担金
国庫支出金
寄付金

繰 越 金

今
年
は
、
ペ
1
9
9
4
5年
、
出
世
紀

C
入
る
2
0
0
n
i年
ま
で
あ
と
叩
年

の
年
で
あ
り
、
私
ど
も
大
洗
切
に
と

っ
て
新
し
い
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
。

箇
際
情
勢
は
東
西
冷
戦
構
造
の
崩
壊

後
、
ソ
連
東
欧
諸
国
の
混
迷
や
湾

岸
戦
争
の
発
生
な
ど
、
不
透
明
さ
を

増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
o

地
球
温
暖
化

や
オ
ゾ
ン
層
の
被
壊
、
あ
る
い
は
森

林
の
減
少
と
い
つ
だ
環
境
問
題
も
地

球
規
模
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
国

際
社
会
に
お
い
て
は
新
し
い
国
際
秩

序
づ
く
り
・
国
際
協
調
の
あ
り
方
が

懸
命
に
模
索
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
園
内
に
お
い
て
も
¥
人
々

の
価
額
観
や
生
活
様
式
の
変
化
・
急

速
な
高
齢
化
の
遂
行
な
ど
、
わ
が
国

の
社
会
構
造
は
質
的
に
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
¥
わ
が
大
洗
匂
が
担
う
べ
き
役
割

は
、
新
た
な
視
野
に
立
っ
て
真
剣
に

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
を
迎

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

私
の
町
長
就
任
以
来

3
期
位
年
間

は
¥
町
民
と
の
合
意
を
得
な
が
ら
、

お

開会討

お

国7 干'II.

45.7% 
2，474，621千円

A

喝
大
洗
港

@ 

歳 入 総 額

5，398，729千円

100.0% 

会討

地方交付税

17.0% 
920，210千円

入〕

王子成3iF-4月58
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平成31f.4月5日も百らあおお(3)第232号

そ

50，278千円

10，480干円

13，0∞千円

13，000干円

319，428千円

55，626干円

148，142千円

38，552千円

相，746千円

負

加

他会計繰入金

国庫補罰金

(歳出〉営業費間

営業外費用

建設改良費

企業債償還倉

他

金

金

tQ 

入

A

位
置野自

1.383，251子円

650，198干円

505，203千円

227，850千円

1，040，255千円

55，416千円

256，5旬千円

31，062干円

0富良健康保積事業

(歳入〉国民{健康保繋税

国庫支出金

他

〈歳出〉保険結出費

務費

老人保険拠出金

{坦

の

の

総

そ

官
〈
窃
⑫
器
本
指
針

品、
。
由
然
と

。
快
適
怨

。
市
東
山
闘
し

。
地
域
特

づ
く
ゆ

。
次
代
饗

489.546千舟

120，443千円

117.701千円

251，400千円

2干円

454，456千円

34，590千円

500子円

の

0公共下水道事業

(歳入〉国康支出金

そ

〈

立主入繰

問

1.220.092干円

853，865千円

243，089千円

123，138千円

1，219，回6干円

506千円

0老人保健事業

(歳入〉吏払基金突出金

国庫支出金

他

(歳出〉医療諸費

{也

のそ

費

他

の

の

そ

そ

ト

相
し
だ
リ
ゾ
ー
ト
の

お
づ
く
り

し替
、
つ
く
り

ら
せ
る

祉
め
藤
容
づ
く
り

を
活
か
し
控
産
業
お
こ
し
の
ま

う
人
づ
く
り

18，535千丹

15，420千円

3，∞5干円

0サイクリングターミナル事業

業収入

寵問料及び手数料

(歳入〉

135.168千円

135，166子円

2千円

40，148千円

95，020子円

の

o桜道主地区画整理事業

(歳入〉繰入金

そ

他

費

費

のそ

務

事土

(歳出〉

110千円

切，369千円

2，038干丹

128千円

10.920千円

10，170干円

700干円

50千円

10，870千円

50千円

o公平委員会

(歳入〉分担金及び負担金

繰越金

他

費

刷
出
費

他

債

他

(歳出〉公共下水道事業費

公債

の

務

業

の

そ

(歳出〉総

事

そ

62.874千円

54，368千円

8，506千円

56，052千円

1，752千円

2，866千円

2，204千円

o地方卸売市場冷凍冷蔵療事業

(歳入〉営業収益

営業外収益

(歳出〉営業費用

営業外費用

企業債償還金

{由のそ

の

草書

そ

(歳出〉総

602.494千円

399，930千円

8，019千円

o水道事業

(歳入〉営業収益

営業外収益 他のそ

14，801干円

125，558干円

9，353千円

20，875千円

91，503千円

32，399干円

2，800千円

5，000千円

0農業基盤整備事業

0漁業経営安定対策事業

o水産加工業の振興

。海水浴場事業

oマリンタワー事業

o観光の里づくり整備工事

0平太郎浜整備事業

o紡災無線施設整備事業

489，546千円

82，480干円

24，500千円

5お，038千円

27，594千円

2，280干円

相，130千円

24，604干円

o公共下オく遂事業

o上水道事業

0消防車両整備

0ごみ焼却場建設事業負担金

0老人逼祉事業

o児童遮闇池遊具等の施設整備

o大洗港建設事業負担金

o水田農業確立対策事業

4.704千円

36，103千円

6，940干円

188，450千円

32，210千円

82，900干円

4，350干円

135，168干円

17，000千円

o語学指導外国青年招致事業

OJJ¥ .中学級諸施設整備

o町畏会館自主文化事業

o総合運動公圏建設事業

o地亙集会施設の建設

0時道整構事業

03.(通安全施設整備

0桜道土地区画整理事業

o都吊下水路整備事業

議
祉
事
業
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
白

は
¥
由
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療
・

児
童
福
祉
・
住
宅
環
境
の
繋
備
な
ど

多
笥
的
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し

だ。
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
¥
厳
し
い
環
境
の
農
業
・
漁
業
の

振
興
対
策
と
し
て
¥
農
業
で
は
ほ
場

(
農
地
)
や
農
道
の
整
備
を
、
ま
芝

水
白
農
業
確
立
対
策
な
ぞ
、
農
業
の

基
盤
繋
備
に
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
し

だ
。
水
産
業
で
は
漁
港
環
境
の
整
備

と
寸
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
¥
戸
ワ
ピ
・
ウ
二
・

ハ
マ
グ
リ
椎
貝
の
放
流
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
商
業
・
観
光

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
観
光
の
禦
づ
く

り
事
業
L

の
着
手
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

の
テ
レ
ビ
局
リ
モ
コ
ン
カ
メ
一
フ
・
ビ

デ
オ
機
器
の
設
置
な
ど
で
、

N
H
K

の
股
映
に
よ
り
大
洗
ガ
広
<
、
全
国

的
に

P
Rさ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

の
夏
の
観
光
客
は

3
0
0万
人
を
超

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ピ
ー

チ
パ
レ
ー
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
よ
り
集
客
力
も
増
大
し
つ
つ

あ
り
、
匂
内
の
商
業
・
観
光
業
に
少

な
か
ら
ぬ
経
済
効
果
を
も
ど
ら
し
だ

も
の
と
確
信
し
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。教

育
環
境
の
整
備
と
人
材
育
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
ガ

7

日
の
大
半
を
過
ご
す
学
校
施
設
の
適

正
な
維
持
・
管
理
に
重
点
を
置
き
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
、

学
力
向
上
を
目
指
す
方
策
に
加
え
¥

山
豊
か
な
子
供
を
育
て
る
情
操
教
青

の
一
環
と
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性

化
・
特
色
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
し
だ
。
ま
た
、
大
洗
の
将
来

を
担
う
人
材
の
笥
成
と
し
て
は
、
社

会
教
育
の
充
実
や
青
岳
連
(
大
洗
青

年
団
体
連
絡
協
議
会
)
の
湾
成
な
ど

に

ωが
け
、
特
に
肴
団
連
は
自
ら
の

ま
ち
命
つ
く
り
の
一
環
と
し
て
サ
ン
セ

ッ
ト
フ
工
ス
テ
ィ
パ
ル
の
自
主
的
な

企
臨
実
行
を
行
い
、
包
の
二
人
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
各
穣
施
策
を
推
進
す

る
だ
め
に
は
財
政
基
盤
の
確
立
が
必

要
で
あ
り
¥
私
は
密
長
就
任
以
来
、

税
収
の
確
保
に
努
め
な
ガ
ら
、
行
政

事
務
の
鱒
素
合
理
化
と
職
員
定
数
の

削
減
や
給
与
水
準
の
適
正
化
に
全
力

在
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

(
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
)

私
は
、
こ
の
よ
う
に
町
民
の
た
ゆ

ま
な
い
努
力
に
よ
っ
て
築
い
て
き
た

大
洗
町
の
発
展
纂
盤
を
も
と
に
¥

大
洗
町
ガ
関
東
の
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
山
と
し
て
位
遭
っ
け
ら
れ
、

町
民
一
人
一
人
が
そ
の
発
展
効
果
を

享
受
で
き
る
寸
ふ
れ
あ
い
リ
ゾ
ー
ト

大
洗
し
を
め
ざ
し
て
、
ハ
剖
掲
)
を

基
本
と
し
て
¥
地
域
社
会
づ
く
り
に

向
け
各
種
施
策
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。私

は
¥
以
上
の
よ
う
な
将
来
を
展

望
し
つ
つ
、
今
臼
的
課
題
や
地
域
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
¥
平
成

3
年
度
の
政
府
経
済

問
見
通
し
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

わ
が
国
経
済
に
お
け
る
民
間
最
終
消

費
支
出
は
、
物
価
の
安
定
な
ど
を
墓

礎
と
し
て
、

6
・
3
%程
度
の
増
加

と
な
っ
て
お
り
、
鉱
工
業
生
産
も

4
・
7
%の
伸
び
ガ
見
込
ぎ
れ
て
お

り
ま
す
。
物
価
は
、
引
き
続
き
安
定

に
推
移
し
、
消
費
者
物
価
の
上
詳
は

2
・
4
%程
度
に
と
ど
ま
る
も
の
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
、

実
質
経
済
成
長
率
は

3
・
8
%程
度

の
伸
び
ガ
間
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
済

は
総
じ
て
安
定
的
に
推
移
す
る
も
の

と
の
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

湾
岸
戦
争
の
推
移
に
よ
っ
て
は
世
界

経
済
ガ
大
き
く
変
動
す
る
要
因
も
あ

り
ま
す
の
で
、
楽
観
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
¥
平
成

3
年
度
の
予

算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
国
の

予
算
や
地
方
財
政
計
画
な
ど

C
留
意

し
つ
つ
、
事
務
事
業
の
倒
見
直
し
・
事

務
改
善
の
推
進
・
職
員
の
定
数
管
理

の
適
正
化
な
ど
、
財
政
の
鍵
全
化
に

配
慮
し
な
が
ら
「
ふ
れ
あ
い
リ
ゾ

ト
大
洗
L

の
実
現
の
だ
め
の
施
策
に

対
し
、
重
点
的
、
か
つ
効
率
的
に
財

源
を
配
分
い
た
し
ま
し
だ
。
議
員
各

位
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
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新
教
育
委
員
に

石

藤

吉

部

悉

ん

去
る
3
月
訪
日
の
第
一
回
大
洗
町
議

会
定
例
会
に
於
い
て
、
町
教
育
委
員
に

石
井
藤
吉
郎
(
訂
歳
)
さ
ん
が
決
ま
り

ま
し
た
。

石
井
き
ん
は
、
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
の
社
長
き
ん
で
、
早
稲
問
大
学
卒

業
後
、
大
昭
和
製
紙
野
球
部
で
選
手
及

ぴ
監
督
、
早
稲
聞
大
学
監
督
を
務
め
、

現
在
は
、
日
本
野
球
連
盟
常
任
理
事
、

N
H
K
野
球
解
説
異
な
ど
、
社
会
人
・

学
生
野
球
で
全
国
的
に
知
ら
れ
た
方
で

す。
ま
た
、
町
観
光
協
会
会
長
、
町
体
育

協
会
会
長
を
現
在
務
め
て
お
り
、
巾
広

く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

金ij
i盟
関

儀費
霧 E盟

璽作
量高
iま--ll
れニ手
る文

ト

" .... 

水
戸
地
方
法
務
局
と
茨
城
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎
年
人
権
週
間

行
事
の
一
環
と
し
て
「
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
茨
城
県
大
会
」
及
ぴ
小

学
五
・
六
年
、
中
学
生
を
対
象
と
し
て

「
小
・
中
学
生
人
権
書
道
作
品
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次
代
を
扱
う

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
作
品
の
創
作

及
ぴ
制
作
を
通
し
て
「
す
べ
て
人
聞
は
、

生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
平

等
で
あ
る
」
と
す
る
人
権
尊
重
の
理
念

を
認
識
し
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
愛
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

小
中
学
校
児
童
生
徒
か
ら
の
応
募
作

口
問
(
書
道
の
部
九
、
三
九
三
点
・
作
文
の

部
三
六
五
点
)
の
中
か
ら
、
当
町
の
4

名
の
児
童
生
徒
が
見
事
に
入
賞
万
優
秀

賞
。
を
獲
得
し
ま
し
た
。

O
書
道
作
品
の
部

小
学
生
課
題
「
自
由
人
権
L

優
秀
賞

磯
浜
小
学
校
六
年
福
地
千
恵

H

品
目
藤
春
美

中
学
生
課
題
「
人
権
尊
重
L

優
秀
賞

第
一
中
学
校

O
作
文
の
部

優
秀
賞

らあおお平成3年4月5日

年
大
久
保
佳
子

題
「
私
の
体
験
を
通
し
て
」

南
中
学
校
二
年
渡
辺
裕
子

車
開
間
違
一
ア
レ
ピ
出
濃

選弘器意告大続

大金者開催
民舞

去
る
、

3
月
口
日
(
日
)
大
洗
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
第
4
回
ふ
る
さ
と
大
洗
・

民
謡
民
舞
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
4
囲
目
の
こ
の
大
会
は
、
大

洗
本
場
磯
節
保
存
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
当
日
参
加
さ
れ
た
、
約
印
名
の
方

々
は
、
艶
や
か
な
衣
装
を
身
に
付
け
、

我
が
町
の
民
謡
「
磯
節
」
や
踊
り
を
中

心
に
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
方
に
披
露

し
、
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
郷
土
大
洗
の
民
謡
「
磯

一0
0万
開
ク
イ
ズ
八
ン
タ
i
に
挑
戦

昨
年
、
「
大
洗
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
叩
」
を
開
催
し
た
大
洗
青
年

団
体
連
絡
協
議
会
(
青
団
連
)
が
、
テ

レ
ビ
朝
日
「
附
万
円
ク
イ
ズ
ハ
ン
タ
ー
-

町
ぐ
る
み
対
抗
」

(
4
月
1
日
放
映
)
に

出
演
し
ま
し
た
。

3
月
打
日
朝
、
大
洗
を
出
発
し
た
脊

団
連
一
行
は
、
東
京
は
六
本
木
に
あ
る

テ
レ
ビ
朝
日
の
ス
タ
ジ
オ
へ
。
対
戦
相

手
は
北
海
道
松
前
町
ほ
か
3
チ
i
ム。

「
大
洗
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

チ
j
ム
の
回
答
者
は
小
野
瀬
忠
良
さ
ん

(
商
工
会
青
年
部
)
と
高
松
亜
希
子
さ

ん
(
ミ
ス
ポ

i
ト
大
洗
)
。
豊
富
な
知

識
と
鋭
い
判
断
力
は
他
の
チ
l
ム
を
寄

せ
つ
け
ず
、
回
答
数
・
得
点
と
も
ト
ッ

プ
だ
っ
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
最
後

に
ど
ん
で
ん
返
し
を
食
ら
い
、
惜
し
く

も
2
位
で
決
勝
に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
し
ず
め
「
ク
イ
ズ
で
勝
っ
て
勝

負
で
負
け
た
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

と
は
い
え
、
回
答
す
る
た
び
に
、
町

の
風
景
乃
パ
ネ
ル
や
特
産
口
聞
の
ハ
マ
グ

リ
な
ど
を
持
っ
た
応
援
席
は
、
何
度
も

映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
番
組
は
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
の
口
局
ネ
ッ
ト
、
サ
ン

セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、

町
の
宣
伝
に
は
大
き
な
効
果
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
参
加
に
よ
り
青
団

連
の
意
気
も
あ
が
り
、
今
年
の
夏
の
サ

ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
よ
り

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

節
」
を
大
切
に
し
、
後
世
に
伝
え
て
下

さ
い
。議

議
題
欄
闘
に
よ
せ
て

憲
法
施
行
を
記
念
し
て
、

5
月
1
5

か
ら
7
日
ま
で
を
憲
法
逓
聞
と
定
め
、

関
係
機
関
で
は
、
基
本
的
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
幻
年
を

経
過
し
た
今
日
、
国
民
の
間
に
は
急
速

に
そ
の
基
本
的
人
権
の
思
想
が
浸
透
し
、

自
己
の
立
場
を
擁
護
す
る
権
利
意
識
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
己
の
権
利
の
み

を
主
張
す
る
あ
ま
り
、
他
人
の
基
本
的

人
権
を
も
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
失
念
な

い
し
、
軽
視
し
て
い
る
こ
と
に
原
因
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
が
跡
を
た
た

ず
、
特
に
「
い
じ
め
」
、
体
罰
事
件
に

つ
い
て
は
今
や
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
根
絶
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
日
の
我
が
国
は
、
急
速
か

っ
大
規
模
な
経
済
的
発
展
を
遂
げ
、
諸

外
国
と
の
人
的
物
的
交
流
の
大
幅
な
活

性
化
に
よ
り
、
名
実
と
も
に
国
際
化
時

代
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
各
種
の
新
た
な
人
権
問
題
が
生

じ
る
と
と
も
に
、
従
前
か
ら
在
住
し
て

い
る
外
国
人
に
対
す
る
人
権
意
識
に
つ

い
て
も
改
め
て
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い

ま
す
。こ

の
憲
法
週
間
に
当
た
り
、
相
手
の

立
場
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
と
人

と
の
結
び
つ
き
一
を
強
め
、
学
校
、
家
庭
、

社
会
生
活
を
楽
し
く
平
和
に
す
る
こ
と

を
、
も
う
一
度
考
え
な
お
し
て
豊
か
な

人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
広
報
紙
か
お
お
あ
ら
い
。
も
4
月
5

日
号
で
発
刊

m号
を
迎
え
ま
し
た
。

広
報
紙
の
顔
で
あ
り
ま
す
「
題
字
」

寄

開
L___j 

一
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ

(
3
万
円
相
当
)

磯
浜
町
1
4
8
5

小
川
好
閉
刀
殿

社
会
体
育
活
動
用
に

一
、
上
水
道
施
設
一
式

一
、
消
火
栓

3
基

一
、
防
火
水
槽

i
基

(
1
千
7
百
%
万
円
相
当
)

見
附
窪
土
地
区
画
整
理
組
合

理
事
長
深
作
物
山
治
殿

土
地
一
区
画
整
理
事
業
完
成
に
伴
、
つ

寄
附一

、
梶
子
河
本

大
賞
町
9
2
1辻

彦

三

殿

付
属
庁
舎
周
囲
環
境
美
化
に

一
、
書
籍

4
冊

磯
浜
町
7
9
2
0

大
網
義
明
殿

第
一
中
学
校
の
図
書
に

一
、
ラ
イ
ト
バ
ン
|
台
(
捌
∞
)

(
叩
万
円
相
当
)

見
附
模
土
地
区
画
整
理
組
合

理
事
長
深
作
惣
治
殿

町
の
公
用
車
と
し
て

一
、
書
籍
回
冊

(
日
万
円
相
当
)

磯
浜
町
2
0
2関

根
静
枝
殿

中
央
公
民
館
図
書
室
に

一
、
金
百
万
円
也

磯
浜
町
4
0
1

イ劉

回
日
常
吉
殿

教
育
振
興
事
業
に

一
、
金
却
万
円
也

磯
浜
町
1
0
9
7

加
藤
病
院

か
お
お
あ
ら
い
。
に
つ
い
て
、
大
久
保

景
明
先
生
に
お
願
い
し
た
書
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

4
月
旦
す
か
ら
高
橋
魁
舟
先
生
の
章
闘
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
り
良
い
広
報
紙
を
つ
く
る
た
め
に
、

お
気
づ
き
の
点
や
、
ご
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

(
町
長
公
室
)

加
藤

消
防
車
輔
購
入
に

一
、
雑
巾

l
7
5
枚

、氷丞季↑#一

会

長

篠

原

耕

造

殿

各
保
脊
所
の
清
掃
用
に

一
、
医
療
器
具
(
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
)
|
台

(
3
百
万
円
相
当
)

磯
浜
町
1
0
9
7

加
藤
病
院加

藤

理

澱

一
、
雑
巾

2
5
0
枚

明
寿
会代

表
高
橋
兼
士
口
殿

磯
浜
小
学
校
の
清
掃
用
に

一
、
清
掃
用
モ
ッ
ブ

5
本

大
貫
町
8
9

小
松
崎

磯
浜
小
学
校
の
清
掃
用
に

一
、
著
書
「
子
の
臼
ケ
原
」
四
冊

(
3
百
印
万
円
相
当
)

カ
ネ
ツ
商
事

会

長

清

水

正

紀

殿

磯
小
・
祝
小
・
一
中
児
童
生
徒
に

一
、
飛
行
機
ジ
ム
|
基

(
日
万
5
千
円
相
当
)

第
2
保
脊
所
父
母
と
先
生
の
会

会
長
一
家
日
出
男
殿

一
、
テ
ン
ト

i
張

一
、
大
時
計
(
校
庭
用
)

i
碁

(
口
万
円
相
当
)

夏
海
小
学
校
6
年
生

保
護
者
一
向
殿

夏
海
小
学
校
に

一
、
金
5
百
万
円
也

故
小
暗
五
朗
相
続
人

菱
汚
徳
太
郎
殿

大

内

実

澱

黒
沢
な
つ
殿

教
育
費
の
一
部
に

理

殿
享
殿

ロ
平
成

3
年

4
月
ス
タ
ー
ト

「
i

学
生
の
み
な
さ
ん
も
強
制
加
入
に

今
ま
で
、
却
歳
以
上
の
昼
間
部
の

学
生
は
、
任
意
加
入
(
希
望
す
れ
ば

加
入
で
き
る
)
の
対
象
と
さ
れ
て
き

ま

し

た

。

ー

こ
の
た
め
、
加
歳
以
後
の
在
学
中

に
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
障
害
者
に
な

っ
て
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い
な
い
限
り
障
害
基
礎
年
金
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
卒
業
し
て

か
ら
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
て
も
、

老
齢
基
礎
年
金
は
「
満
額
」
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
諸
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
平
成
3
年
4
月
か
ら
却
歳
以

上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
た
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
は
学
生
を
対
象
と
し
た
新
た
な
免

除
基
準
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯

(
4
人
世
帯
で

子
供
2
人
、
う
ち
学
生
1
人
)
で
国

国
民
年
金
基
金
制
度
が

発
足
し
ま
す

上
横
み
の
年
金

自
営
業
者
の
方
が
加
入
で
き
る
「
地

域
型
盟
民
年
金
基
金
」
と
、
全
国
レ

ベ
ル
で
同
じ
職
業
の
方
が
加
入
で
き

る
「
職
能
型
国
民
年
金
基
金
」
の
2

つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

。
保
険
料
は
毎
月
納
付
で
す
。

必
ら
ず
期
日
内
巳
納
め
ま
し
ょ
う
。

淳
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
方
の
老
後
は
、
「
老
齢
基
礎

年
金
」
と
「
老
齢
厚
生
年
金
(
退
職

共
済
年
金
)
」
の
二
階
建
て
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
自
営
業
の
方
な
ど
由

民
年
金
だ
け
の
加
入
者
(
第
1
号
被

保
険
者
)
は
、
「
老
齢
基
礎
年
金
」

だ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
自
営
業
の
方
な
ど
も
、

ゆ
と
り
を
も
っ
て
老
後
を
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
た

年
金
を
支
払
う
た
め
の
「
国
民
年
金

基
金
」
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
基
金
は
、
都
道
府
県
ご
と
に

年
金
だ
よ
日
リ

公
立
、
親
と
同
居
の
場
合
、
年
収
約

酬
万
円
以
下
が
免
徐
対
象
と
な
り
、

別
居
の
場
合

ω万
円
、
私
立
の
場
合

加
万
円
が
か
さ
上
げ
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
学
生
が
二
人
以
上
い
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
に
応
じ
て
か
さ
上

げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
卒
業
し
、

働
き
だ
し
て
か
ら
、
保
険
料
を
追
納

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
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老人憩の家ゲートボール場

去
る
3
月
5
日
の
朝
、
町
の
老
人
憩

の
家
に
大
勢
の
元
気
な
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
、
と
き
な
ら
ぬ
娠
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
使
用
す
る
施

設
は
自
分
た
ち
の
手
で
整
備
し
よ
う
ノ

と
の
、
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
呼

び
か
け
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
約
1
6
0

名
が
自
発
的
に
参
加
し
、
「
憩
の
家
」

前
庭
の
ゲ

i
ト
ボ

i
ル
場
の
整
備
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

し
ば
ら
く
使
用
し
な
か
っ
た
た
め
、

す
っ
か
り
荒
れ
は
て
て
い
た
2
函
の
コ

ー
ト
は
、
車
取
り
を
す
る
人
、
芝
焼
き

を
す
る
人
、
草
刈
機
で
大
き
な
雑
草
を

刈
取
る
入
、
ラ
イ
ン
を
新
ら
し
く
張
り

替
え
る
人
な
ど
手
分
け
し
た
作
業
に
よ

り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん

き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
除
草
剤
を
撒
き
、
砂
を

寸
由
国
然
と
親
し
む

「
十
期
畏
オ
リ
エ
ン
テ
i
リ
ン
グ
大
会

去
る
2
月
口
日
(
日
)
に
第
日
比
回
町
民

オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ
大
会
が
関
か
れ

オ
リ
エ
ン
テ

i
リ
ン
グ
と
は
、
地
図

上
に
指
定
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

(
ポ
ス
ト
)
を
コ
ン
パ
ス
(
磁
石
)
を
使

用
し
て
探
し
だ
し
、
指
定
さ
れ
た
コ
ー

ス
を
完
歩
し
時
簡
を
環
つ
競
技
で
す
。

(5)第232号

今
回
は
、
大
実
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト

し
周
辺
の
山
野
を
廻
る
コ

l
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
気
に
恵
ま
れ
、
午
前
9

時
叩
分
か
ら
の
開
会
式
に
は
2
6
0名

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
の
運
営
に
あ
た
っ
た
、
動
燃
大

洗
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ
同
好
会
か
ら

コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
の
説
明
を
受
け
た

あ
と
、
各
部
門
に
別
れ
元
気
に
ス
タ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。

途
中
、
道
に
迷
っ
た
小
学
生
グ
ル
ー

プ
や
、
く
た
び
れ
果
て
た
子
供
を
背
負

っ
た
家
族
グ
ル
ー
プ
の
お
母
さ
ん
な
ど

に
も
会
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
、
き

わ
や
か
な
汗
を
な
が
し
な
が
ら
、
全
員

無
事
に
大
賞
小
学
校
ゴ
!
ル
へ
到
着
し

ま
し
た
。

今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
、

次
回
は
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
手
に
、
楽

し
い
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
に
挑
戦
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

入
れ
、
ラ
イ
ン
を
間
引
い
て
整
備
は
完
了

し
ま
し
た
が
、
何
時
も
率
先
し
て
奉
仕

活
動
に
精
を
だ
さ
れ
る
高
年
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
頭
の
下
が
る
思
い
が
い
た
し

ま
す
。紅

い
、
白
い
花
を
た
く
さ
ん
つ
け
た

梅
の
木
の
下
で
、
皆
さ
ん
は
「
き
あ
/

こ
れ
で
何
時
で
も
試
合
が
で
き
る
。
」

と
、
今
か
ら
春
の
町
長
杯
ゲ

l
ト
ボ

i

ル
大
会
を
楽
し
み
に
、
心
待
ち
し
て
い

ま
し
た
。大チームワーク的麟朝食去

る
3
月
刊
日
(
B
)
常
澄
村
ト
レ

i

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
一
二
浜
(
大
洗
・

那
珂
湊
・
常
澄
)
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
近
隣
市
町
村
の
パ
レ

i
ボ
i
ル
愛
好
者
と
交
流
を
深
め
る
こ

↑
と
に
よ
り
、
お
互
い
の
親
睦
と
融
和
を

留
り
、
合
わ
せ
て
技
術
向
上
を
め
ざ
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

日
チ
l
ム
が
参
加
(
う
ち
大
洗
町
は

5
チ
l
ム
)
し
た
こ
の
大
会
で
す
が
、

熱
戦
・
接
戦
の
中
で
、
本
町
大
洗
ク
ラ

ブ
が
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
5
年
ぶ

り
2
回
自
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

〈1
回
戦
〉

大
洗
ク
ラ
ブ
2
1
1
田
宮
原
(
那
珂
湊
)

〈2
間
戦
〉

大
洗
ク
ラ
ブ
2
1
0
塩
ヶ
崎
(
常
澄
)

〈
準
決
勝
〉

大
洗
ク
ラ
ブ
2

1

平

〈
決
勝
〉

大
洗
ク
ラ
ブ
2
1
1
秋

磯
(
那
珂
湊

成
(
常
澄
)

il 
在在
留き

jFR 
護送
輔ら
鯵宍
l込 v'
3五

関
か
れ
る

去
る
、

3
月
四
日
中
央
公
民
館
で
、

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
事
業
譲

安
由
美
子
先
生
に
よ
る
「
ね
た
き
り
老

人
等
在
宅
介
護
研
修
相
談
事
業
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ね
た
き
り
の
方
を
お
世
話

し
て
い
る
方
を
中
心
に
介
護
の
仕
方
を

修
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
前
が
、
主
催

し
た
も
の
で
す
。

安
先
生
の
講
話
で
は
、
「
ね
た
き
り

に
さ
せ
な
い
介
護
の
し
か
た
」
と
し
て
、

ト
イ
レ
は
自
分
で
行
く
こ
と
、
簡
易
ト

イ
レ
を
ベ
ッ
ト
の
近
く
に
置
く
な
ど
、

生
活
の
中
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
に
話

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
病
人
の
起
こ
し
方
な
ど
、
実

技
を
入
れ
て
の
説
明
に
集
ま
っ
た
方
は

熱
心
に
メ
モ
を
と
り
、
聞
い
て
お
り
ま

し
た
。

いつまでもきれい慈

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
会
長

山
戸
果
会
員
円
相
名
)
で
は
、
「
子
孫
の

為
に
環
境
保
全
推
進
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
「
環
境
保
全
・
環
境
浄
化
」
運

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
環
境
保
全
襟
語
を
町
内
の
小

学
生
よ
り
募
集
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
最
優
秀
作
口
問
2
点
は
、
東
光
ム
ロ
ロ

ー
タ
リ
ー
の
広
告
搭
へ
掲
載
さ
れ
ま
し

た

み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
環
境
保
全
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

。
最
優
秀
作
品

山

本

聡

(

大

貫

小

)

「
ぼ
く
た
ち
も
出
来
る
努
力
さ

ゴ
ミ
ベ
ら
し
」

枝
川
い
ず
み
(
祝
町
小
)

「
汚
く
す
る
の
も
私
た
ち

き
れ
い
に
す
る
の
も
私
た
ち
」

@
優
秀
作
品

小
野
瀬
永
子
(
育
英
海
小
)

「
た
い
せ
つ
に
す
べ
て
の
み
な
も
と

母
な
る
海
を
」

出
口
奈
緒
美
(
夏
海
小
)

「
ご
み
拾
い
み
ん
な
で
協
力

き
れ
い
な
海
に
」

長
谷
川
正
人
(
大
震
小
)

「
ポ
イ
捨
て
は
拾
う
人
の

身
に
な
ろ
う
」

岸

根

照

樹

(

大

貫

小

)

「
こ
の
ゴ
ミ
は
自
然
を
壊
す

張
本
人
」

石

井

健

志

(

磯

浜

小

)

「
き
れ
い
さ
は
つ
ね
に
自
分
の

努
力
か
ら
」

大

川

恵

(

磯

浜

小

)

「
道
の
ゴ
ミ
町
の
心
が

う
つ
っ
て
る
」

中
田
也
寸
彦
(
磯
浜
小
)

「
ぼ
く
た
ち
の
こ
の
住
む
大
地

守
ろ
、
7
よ」

関

根

由

子

(

祝

師

小

)

「
人
に
真
心
自
然
に
愛
を

き
れ
い
な
大
洗

残
し
て
あ
げ
よ
う
二
十
一
世
紀
へ
」

川
上
み
ね
子
(
祝
町
小
)

「
い
つ
ま
で
も
美
し
く
か
が
や
け

松
の
繰
と
海
の
脊
き
の
大
洗
」

鈴

木

優

子

(

祝

町

小

)

「
一
つ
の
ゴ
ミ
か
ら
大
き
な
ゴ
ミ
に

司
た
っ
た
一
つ
』
と
思
わ
ず
に
」大賞小

山本 聡くん

祝 町 小

枝)11いずみさん

東光台ロータリーに

設遣された広告塔

お

ら

後

藤

亀

泉

選

梅
の
香
に
仲
ち
て
思
は
ず
自
を
眠
る

夏
海
大
貫
千
代
子

〔
評
〕
梅
の
花
を
暫
し
見
上
げ
、
降

り
そ
そ
ぐ
香
を
一
身
に
浴
び
て
、
思

わ
ず
目
を
閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
眠
る
ま
で
の
意
識
の
推
移
は
、

十
七
音
で
は
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
読
者
が
い
ろ
い
ろ
想
像

し
て
味
わ
う
ほ
か
は
な
い
。
そ
こ
が

又
俳
句
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

膝
の
子
の
福
耳
赤
き
日
向
ぽ
こ

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
小
さ
い
子
を
膝
に
し
て
の
日

向
ぼ
っ
こ
。
冬
の
臼
が
ほ
か
ほ
か
当

っ
て
子
の
耳
た
ぶ
が
赤
い
。
し
か
も

大
き
な
福
耳
な
の
だ
。
福
耳
に
よ
っ

て
一
層
の
び
や
か
に
な
っ
た
句
。

春
寒
し
超
つ
も
坐
る
も
声
掛
け
て

磯
浜
村
沢
み
ち
を

〔
評
〕
齢
を
重
ね
る
と
、
た
ち
上
が

る
に
も
坐
る
に
も
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」

と
声
が
出
て
し
ま
う
。
殊
に
泰
は
名

の
み
の
索
、
き
、
骨
鳴
り
ま
で
聞
え
る

よ
う
だ
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
待
遠
し

い
春
暖
で
あ
る
。

紅
白
の
梅
宮
崖
の
句
碑
の
世
に

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
倍
楽
閣
の
南
崖
に
、
正
岡
子

規
の
「
崖
急
に
梅
こ
と
ご
と
く
斜
な

り
」
の
句
碑
が
在
る
。
子
規
は
東
大

予
備
門
の
同
級
生
菊
池
謙
二
郎
を
訪

ね
て
来
水
し
た
が
、
折
悪
し
く
上
京

中
の
菊
池
と
行
違
い
、
失
意
の
身
を

倍
楽
留
に
運
ん
で
こ
の
勾
を
詠
み
残

し
た
。
ち
な
み
に
菊
池
謙
ニ
郎
先
生

は
、
明
治
四
十
一
年
か
ら
大
正
十
年

迄
、
県
立
水
一
戸
中
学
校
長
と
し
て
学

生
の
信
望
を
集
め
た
が
、
鹿
市
教
委
と

の
確
執
か
ら
辞
任
し
、
こ
れ
に
憤
激

し
た
水
中
生
が
同
盟
休
校
し
て
県
に

抗
議
し
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。
子
規
と

謙
二
郎
の
友
情
を
伝
え
る
句
碑
は
今

年
も
絞
自
の
梅
花
に
固
ま
れ
て
い
る
。

ゃ
う
や
く
に
席
の
決
り
し
梅
見
か
な

東
光
ム
口
大
川
た
か

〔
評
〕
観
梅
の
こ
の
人
出
で
あ
る
。

あ
ち
こ
ち
探
し
歩
い
た
末
に
決
ま
っ

た
梅
見
の
席
。
そ
れ
に
し
て
も
春
と

寄
っ
華
ぎ
の
季
節
を
待
っ
て
い
た
人

々
の
何
と
多
い
こ
と
か
。

あ
す
か

春
寒
し
微
笑
み
絶
え
ぬ
飛
鳥
仏

磯
浜
青
木
き
か
え

〔
評
〕
早
春
、
飛
鳥
路
を
巡
っ
て
、

残
る
寒
さ
の
中
に
も
常
に
ほ
ほ
え
み

を
絶
や
さ
ぬ
御
仏
達
に
心
励
ま
さ
れ

た
の
だ
。
二
月
裳
の
御
水
取
も
「
苧
¥

南
都
の
春
は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い

る
の
で
あ
る
。

はか、
h
ず
も
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
贈
ら
る
る

角
一
前
原
青
山
風

梅
の
花
こ
ぼ
す
臼
影
の
濃
く
淡
く

髭

釜

川

崎

京

子

ぽ
つ
ぽ
つ
と
畦
焼
く
煙
立
ち
そ
め
し

新
町
岸
和
田
和
子

自
動
ド
ア
聞
け
は
た
じ
ろ
ぐ
余
寒
か
な

明
神
町
叫
自
国
一
郎

春
寒
く
心
音
聴
か
れ
を
り
に
け
り

髭

釜

山

川

上

弘

こ
の
奥
の
梅
林
ま
で
と
歩
を
の
ば
し

明
神
町
叫
小
松
崎
美
代

恋
猫
の
恋
の
終
り
し
毛
づ
く
ろ
ひ

髭

釜

稲

田

富

穂

蓮
根
掘
る
夫
婦
の
声
も
風
の
中

永

釘

桜

井

政

吉

中
空
に
か
か
り
し
月
の
輪
も
瀧

明
神
町
小
松
崎
十
士
口

初
蝶
に
逢
ふ
滝
茶
屋
へ
辿
る
径

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

春
潟
の
寄
り
の
寄
せ
て
く
る
岩
場

祝

町

今

川

良

壌
の
根
に
添
ひ
て
一
列
蕗
の
茎

祝

町

今

川

う

め

病
む
友
の
庭
の
片
開
業
水
仙

大

賞

沼

山

佳

男

露
ひ
と
つ
含
み
綻
ぶ
今
朝
の
栴

磯

浜

飛

田

晃

江

お
ら
が
田
に
春
一
番
の
ま
だ
吹
か
ず

港

中

央

宮

雄

三



第232考 (6)tll らあおお

家
騒
看
護
教
室
の

受
講
者
を
募
集
/
@

王子成3年4月5日

一
般
家
庭
に
お
け
る
病
人
の
看
護
法

に
つ
い
て
水
戸
赤
十
字
病
院
で
は
、
次

に
よ
り
家
庭
看
護
教
室
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

早

g
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

期
間
@
平
成
3
年
5
月
紅
白
よ
り
7

月
2
日
ま
で
の
各
火
耀
日
。

(
午
後
1
特
別
分
1
3
時
却
分
)

場
所
@
水
一
戸
赤
十
字
病
説
家
庭
看
護

教
室

l
水
一
戸
市
三
の
丸
3
丁

目
ロ
番
組
号

定

員

@

別

人

参
加
費
@
無
料

申
込
締
切
@
平
成
3
年
5
月
日
目

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

水
戸
赤
十
字
病
院
看
護
部

雷

幻

5
1
7
7
(
内
線

2
7
6
)

課
穂
別

第
1
諜

第
2
課

内

容

家
庭
に
病
人
が
で
き
た
ら

就
床
に
つ
い
て

病
人
の
体
を
き
れ
い
に
身
仕

舞
よ
く
寝
か
せ
る

病
人
の
食
事
と
薬

手
当
の
し
か
た

信
染
病
の
予
紡
と
看
護

老
人
看
護

第
3
課3131i11 

ところ

持
つ
謹
醐
撤
騒
の
醤
議
へ

い
ま
、
茨
城
県
で
は
地
域
住
民
の
保

健
医
療
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
「
看
護

専
門
職
と
し
て
自
覚
あ
る
皆
さ
ん
L

の

参
加
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
の

持
っ
て
い
る
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
社

会
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

看
護
婦
等
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、

保
健
婦
、
助
産
掃
、
看
護
婦
(
士
)
、
准

看
護
婦
(
士
)
の
方
々
を
対
象
に
職
業
紹

介
と
看
護
業
務
に
関
す
る
相
談
を
無
料

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

申
込
み
は
、
緩
歴
書
、
免
許
証
を
も

っ
て
お
い
で
下
さ
い
。
電
話
の
申
込
み

ゃ
ご
相
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
。

ご
相
談
は

毎
週
月
曜
j
金
暖

午
前
9
4時
却
分
1
午
後
4
時

(
土
躍
、
日
曜
、
祝
日
は
休
み
)

な
お
、
く
わ
し
く
は

茨
城
県
看
護
婦
等
無
料
職
業
紹
介
所

一
T
m
@
水
戸
市
三
の
丸

3
lロ
!
沼

宮

出

1
8
5
7
2

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

題j輿

麗TO)人時と
( 3月!日現在)

人口21，072人(-7)出生12人

男 10，396人(-4)死亡14人

女 10，676人(-3)転入40人

世帯数6，246戸(+2)転出47人

人権法務椙談高野〈無事的野開設立れ室長
屯 4月19日樹午前10時~午後 3時

役場 3階 会 議 室

弁 護 士 安 井 弘先生・法務局職員・人権擁護委員

水戸地方法務局・水戸人権擁護委員協議会

0 どうぞお気軽に相談下さい。

[
戸
、
ろ
者
自

こ

談

住

と

と

棺

i

騒

騒

騒

一

ほ

観
翻
綱
審
人
木

i
ム
の

「
ひ
ぬ
ま
い
で
職
員
懇

。
職
種
別
募
集
人
員

職

名

人
員

性
別

機

婆

社
会
福
祉
主

事
資
格
者

王子成 3年 4月21日(日)

開場@午後 1時

期演@午後 1時30分

~午後 3持30分

大洗文化センター(大ホール)

聴講券 500丹

『生きがいの創造』

ほんものの豊かさとは/

講 師 倫理研究所特別研究員野村正恒先生

お問い合わせ先

高崎誠寿67-3683・猿図照一67-5222

出崎正67-4833・鬼沢民出子67-5554

主催社団法人倫理研究所大洗支所

後援茨城県教育委員会

大洗町教育委員会

常澄村教育委員会

生
活
指
導
員

-
人
一
男
・
女

寮栄看げト

母養護 助
ト

ト

こ三士婦員

11111211 
人! 人人

i女女 Z
有
資
格
者

有
資
格
者

調

4
人
一
男
・
女

資
格
者
及
び

無
資
格
者

事

務

員

機
能
回
復
訓

練
指
導
員

用

務

員

(
兼
運
転
手
)

l 
人

女男

有
資
格
者

l 
人

1 
人

男

。
勤
務
地
(
ひ
ぬ
ま
苑
設
議
場
所
)

大
洗
町
神
山
町
字
関
崎
4
8
5
4の
1

0
応
募
資
格

年
齢
叩
四
歳
か
ら
紛
歳
ま
で
の
方
で
、

高
校
(
同
等
含
む
)
、
専
門
校
、
短
大
、

大
卒
等
で
資
格
を
存
す
る
職
種
は
、

資
格
取
得
者
。

。
応
募
関
係
書
類

。
履
歴
書
O
資
格
証
明
書
O
健
康
診

年金無料事目談

4月12B樹

午前日時~午後 3時

常陽銀行大洗支自

福地敬

(年金コンサルタント)

時

0場所

0相談員

0 日

集

/

保{建センター

だよ り

髭釜10涯の 1
えり

川上恵梨奈ちゃん

( 4ヶ月)

(4/6'"'-'4/27) 会大j先期比

断
書
O
成
績
証
明
書
(
新
卒
者
に
限

る
)

O
卒
業
証
明
書

※
各
1
通
を
ま
と
め
、
社
会
福
祉
法

人
清
寿
会
事
務
所
(
水
戸
市
城
南

3
丁
目
7
番
訂
号
)
宛
、
直
接
ま

た
は
郵
送
下
さ
い
。

。
提
出
期
抽
出

平
成
3
年
3
月
1
a
l
7月
白
日
ま
で

O
採
用
試
験

O
書
類
選
考
の
ほ
か
、
作
文
と
面
接

に
よ
り
行
、
7
0

0
試
験
場
所
・
大
洗
公
民
館
等
予
定

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

清
秀
会
事
務
所
(
雷

M
1
4
3
7
8
)

H3.3.17現在

開催場所 {雀、主主

東京ベイ

綿引ピアノ教室

中会議室

ホ ー ル

~ 

廿

衣料品展示販売会

ピ A 
Zス表

内

発

毒草

ノ

催

ア

開始時間

10: 00 

9 : 30 

開 僕 臼

4月6日仕)
-78(8) 

7 B (日)

13 日仕)
-14日(臼)

14 日(日)

松側久大会議室販売会

ぷ斗
ヱコミ

用雑貨日10: 00 

ふじの会lレホ表発ノアピ10: 30 

位)倫理研究所大洗支所Iv ホ'91倫 理 文 化 講 演 会13: 30 21 日(日)

水戸地区交通安全協会大会議室運 転 免 許 更 新 時 講 習 会9 : 00 26日幽

13: 30 Iマンガ映画上映会|ホール|目立セントラノレ鮒

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター怨66-2442へお問い合わせ下きい。

27日出

5 4 4 4 4 4 4 4 4 
幡月/ 

日附/2 休/)25 休/)24 (刈/23 (村/18 幽/12 かぬ/10 (月/)8 伺/)8 

手L 母 母 f寺 破ジ苔 母 獄

子 子 子 歳
{円ア

フ
日 骨量 事

児
保 イ呆

ム

" 

一
風咳

健 子
4来 カ 診

業

健
健 健 鍵 月

種

予

接
防

重量
相

教 教 教 健
児

相 名
毛ロコ会ン ~ E主 主主 診 談 談 血

生 妊 妊 妊 生 成 (母 16 
後 娠 娠 娠 歳 f査 人 書性 歳
2 6 6 6 ノ、 24 病

患
に 及

書す
カ カ カ カ カ カ

iZ子よE宇幼
u

児

L 
r 64 

月 月 月 月 月 月 者 歳
ま(1) 及

3 7 7 7 誕 48 び で
象

カ カ カ カ 生 カ
場
合

あ

る

も

(1) 

月 月 月 月 月 是主
σ〉 (1) (1) σ〉 達 σコ 住 費支
手L

至手
B
E 

初
産

宇刀 し 幼 民 {主
者

児 E主 た 児

す
ま
り 民

σ〉 (1) (1) 幼
方 方 方 児

1 1 10 l 1 1 1 9 9 
ρt
す
九
ぇ

2時 3時 2時 3時 2持 2時 2持 11時 3時
時 00時 30待。。 時 30時 00持 15待。。 時 30時 30

時
間

00分 30分 00分 30分 00分 15分 00分 30分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分

「
機
能
回
復
割
練
」

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
5
月
7
日
制
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
4
月
9
日
附

0
4
月
ロ
日
樹

0
4同
九
回
目
別

0
4
月
四
日
幽

0
4
月
お
日
ω

0

4
月
刊
山
臼
樹

0
4
月
初
日
仰

喜
一
雲
監
諒
一
霊
騒
諮
問
憾
ど

l
妊
蟻
と
夕
、
ハ
コ
の
窓
口

タ
バ
コ
の
害
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
隼
裂
の
少
な
い
赤
ち
ゃ
ん
(
俄
益
集
児

も
、
あ
る
程
度
は
知
っ
て
い
る
か
〉
患
の
出
産
率
は
約
丞
間
)
が
生
ま
れ
た
り
、

い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
煙
は
、
肺
が
ん
を
早
産
や
流
産
一
死
産
も
お
こ
し
や
す
く

始
め
と
し
た
各
種
の
が
ん
や
、
気
管
支
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
煙
の
中
に
含
ま

炎
、
狭
J

室
、
田
向
か
い
主
る
ど
の
病
れ
て
い
る
ニ
コ
チ
ン
が
壬
呂
の
血
管
乞

気
を
お
こ
し
や
す

i
i
a簡
が

あ

り

収

容

cせ
胎
児
へ
の
血
液
の
量
が
減
つ

ま
す
。
ま
た
日
本
の
田
援
の
喫
煙
率
は
た
り
、
一
酸
化
炭
素
が
血
液
中
の
へ
モ

約
臼
%
で
、
欧
米
に
比
べ
約
2
倍
の
高
グ
ロ
ビ
ン
与
史

C
て
胎
児
へ
の
酸
素

き
と
な
っ
て
ま
す
。
そ
こ
で
A
品
は
、
が
不
足
す
る
か
ら
で
て

い
ま
一
番
心
配
さ
れ
て
い
る
若
い
女
性
こ
の
主

2
な
妊
娠
中
の
タ
バ
コ
の
蓄

の
臨
嘩
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
工
は
、
喫
っ
て
い
る
妊
婦
さ
ん
自
身
の
み

田
荏
喫
理
者
が
減
り
つ
つ
あ
る
中
で
の
問
題
で
な
く
、
溜
り
で
喫
っ
て
い
る

逆
に
倍
氾
く
ゐ
場
、
え
て
い
る
の
が
、
加
入
の
タ
バ
コ
の
煙
も
、
よ
り
以
ト
動
揺
出
回

歳
代
の
女
性
で
、
妊
娠
や
出
産
、
育
児
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

と
の
か
か
わ
り
の
深
い
年
代
で
す
句
ご
家
族
や
周
り
の
人
主
気
を
つ
か
つ
て

妊
娠
と
タ
バ
コ
が
異
体
的
に
ど
の
よ
あ
げ
て
ほ
し
い
白
砂
い
ま
す
。

、2
£
露
出
百
が
あ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
(
保
健
婦
・
悲
富
美
子
記
)

サ
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